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資　料

特別 支援学校 に お け る 史資料 ・記録類の 保存 と活 用 の現状 と課題

　　　関東地方 と関西 地方の 特別支援学校 を対象 と した実態調査 か ら

米田　宏樹
＊ ・野 口　武悟

＊ ＊

　本研 究で は、関東 と関西地方 の 特別支援 学校 を対象 に 、 史資料 ・記録類 の 保存 と活

用 に 関 する 調査 を行 い 、現状 と課題 を明 らか に す る こ とを 目的 と した 。ほ とん ど の 学

校で 史資料 ・記録類 の 保存 が行 わ れ て い る に もか か わ らず、予算が確保 され て い る学

校 は 10％ に過 ぎなか っ た 。 ア ーカ イ ブ の 設置 は約 20％ の 学校 で み られ たが 、ア
ー

カ イ

ブ設 置校 で も何 らか の 予算上の 配慮 が ある との 回答 は半数 に 満 た なか っ た 。 ま た 、 ア

ー
カ イ ブが設 置 され て い る に もか か わ らず 、校務分掌 に担 当が位署づ け られて い ない

学校が 半数以 上 で あ り、 目録が 整備され て い な い 学校が 大半 で あ っ た 。 史資料 ・記録

類 を保存 し、後世 に 残 し て い くため に は 、ア
ーカ イブ の 設置や分掌組織 の 確立、予算

の 確保 な どが必 要で ある こ とは もち ろん で あるが 、それ 以前に 、学校現場 に史資料 ・

記録類の 保存 の 意義や必 要性 を広 く理解 して も らうこ とが不可欠で あ る と考えられた 。

キ ー ・ワー ド　特別支援 学校　史資料 ・記録類　保存　 ア ーカ イ ブ

1 ．は じ め に

　従来 か ら 自治体が 公文書な ど を保管す る ア ー

カ イブ （archive ）
1）

を設置 ・運営す る こ とは少 な

くな か っ た 。 と こ ろ が 、近年 にな っ て 、学校や

福祉施設 な ど で もア ーカ イ ブ を設置 し よ うとす

る動 きが見 られ る よ うにな っ て きて い る ％

　ア
ー

カ イ ブ とは 、ある機関や個 人 が そ の 活動

の 過程 で 作成 され た 文書 、資料 、記録 な ど
3
’／

（本稿 で は 、こ れ を史資料 ・記録類 とす る ）を保

管 して 、利用 に供す る こ とを 目的 とする 設 備 ・

部門 の こ とで あ る 。 ア
ーカ イ ブ に 所蔵さ れ る 史

資料 ・記録類 に は 紙 メ デ ィ ア の もの が 多い が 、

実物 も含 まれ る 。 そ の た め 、ア
ー

カ イ ブ は、図

書館 と博物館双方の 性質 をあわせ も っ て い る と

い え よ う 。
こ こ 数年、既存 の 図書館情報学や博

物館 学 と は 別 に 、ア ーカ イ ブ ズ学 の 確立 を 目指

す動 きも具体化 して い る
‘〕

。

＊

筑波大学大学院入間総合科学研究科

＊＊
専修大学文学部

　それ で は、ア
ーカ イブ の 意義 と は何 な の で あ

ろ うか 。 こ の 点 に つ い て は、筆者 らが
一

連 の 報

告の な か ですで に検討 を加 えて きて い るが 、簡

潔に述 べ れ ば、史資料 ・記録類 を保 存 し、後世

にわ た っ て 活用 で きる よ うにする こ と にある と

い え よ う（米 田 ・河尾 ・大見川 ・野 口 ・津曲，

2005 ；米 田 ・野 口
・大見 川 ・武 内 ・河 尾 ・中

村 ・津 曲 ・市澤，2006）。 従来、ア
ーカ イブ とい

うと、 とか く保存 の み が 重視 され が ちで あ っ た

が 、小 川 （2003）は 、欧 米で 用 い られ て い る パ ブ

リ ッ クサ
ービ ス （public　service ）とい う言 葉を使

っ て 活用す る こ と の 必要性 を説明 し て い る 。 図

書館 と同 じよ うに利用 を希望する 入に 活用 され

て は じめ て 、ア
ーカ イブの 存 在意 義が認 め られ

る とい うこ とで あ る 。

　ア
ーカ イブ の 活用形 態 と して は、（1）当該機

関の年史編 纂で の 活用 、（2）当該機関 に所属す

る者の 研修 で の 活用、（3）研 究者 に よ る研究活

動 で の 活用 、な どが 挙 げ られ る （寺崎，2006）。

と くに、 （3）に つ い て は 、歴史研究 で の 活用が
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中心 とな ろ う 。 歴史研究 を行 う者 に と っ て 、史

資料 ・記録類 、なか で も一
次 資料 と呼 ば れ る

“
ナ マ の 資料

”
の 存在 は 貴重 で ある 。

　 と こ ろ で 、ア
ー

カ イ ブ を設置 し よ う とする動

きが 見 られ る よ うに な っ て きた背景 に は、史資

料 ・記録類 の 消失 ・散逸 ・破損 の 急速 な進行 が

あ る こ と を見逃 して は ならな い 。 史資料 ・記録

類 が消失 ・散逸 ・破損 し て い く要因 には 、 大 き

く、人為的 な要因 と物理的 な要因が考え られ る 。

前者と し て は 、学校 や福祉施設 な ど の 移転や 改

築 に際 し て の 史資料 ・記録類の 大量処分、史資

料 ・記録類の 保存に 関す る規定や担 当部 門 の 欠

如 、担当者の 不足 な ど 、 後者 と して は、紙自体

の 酸化 な どが 指摘 で き る （社会事業史学会史資

料問題特別委員会，2005；米 田 ら，2006）。

　後 者の 対策 と し て は 、 メ デ ィ ア変換 して 、デ

ジ タ ル ・ア
ー

カ イ ブ と して 保存 し 、
コ ン ピ ュ

ー

タ上 で 利用 で きる よ うに する取 り組み も
一

部 の

総合大学 な どで 進め られ て い る （八 村 ，
2004 ）。

しか し、こ う した作業 を学校や福祉 施設 で 進め

る に は、それ を担 う部門 と担当者が必要 とな っ

て くる し、当然 、 前者の対 策 と して も、担当部

門 と担 当者の 明確化 は不 可 欠で ある 。 さ らに 、

史資料 ・記録類 を保存す る こ と の 意義をそ の 機

関 に属す る職員全 員で 共通理 解 し て お く こ と も

必 要 とな る 。

　こ うした状況 に対 して、上 述 し て きた よ うな

ア ーカイ ブ設置の 動きは 有効な処方箋 の ひ とっ

で あ る こ とは間違 い ない 。た だ し、決 し て 万 全

と い うわ けで は な い
。 学校や福祉 施設 な ど の ア

ーカ イ ブ設 置 に つ い て は、法的 な根拠 も予 算的

な根拠 もな く、 設置 する もしない も各機関の 判

断に任 され て い る の が現状 だか らで ある 。

　は た し て 、学校や福祉施 設な どにお い て、史

資料 ・記録類 の 保存 と活用 は、ど の よ うな現状

に な っ て お り、また どの よ うな課題 を有 して い

る の で あ ろ うか 。 すで に 、数年前 よ り、社 会事

業 ・社 会福祉関係 の 史資料 ・
記 録類の 保存 と活

用 の 実 態 に つ い て は 、社会事業史学会が 史資料

問題特別委員会 を組織 して 全 国的 な調査 に 乗 り

出 して い る （社 会事業史学会 史資料 問題 特別委

員会，2006）。 た だ し、特 別 支援 学校 は対象 と

され て い ない 。

　そこ で 本研 究で は 、障害児教育の 発祥 の 地で

あ る東京 と京都 を包摂す る地域で あ り歴 史の あ

る 学校が 多い 関東地 方 と関西地方 に所在す る特

別支援学校 を対 象と し て 、史資料 ・記録類 の 保

存 と活用 に関する調査 を行 い 、現状 と課題 を明

らか にする こ とを 目的 と した 。

ff．方　法

　 1．対　象

　 関東地方 （1都 6県）に所在す る特 別支援学校

（分校 を 除 く）（240校 ）と関西地 方 （2 府 4 県）

に所在す る特別支援学校 （分校 を除 く）（133校 ）

の 計 373 校を対象 と し、132校 か ら回答を得た 。

したが っ て 、回収率は、35．39％ で あ っ た 。

　 2．手続きおよび調査期間

　郵送 法に よる 質問紙調査 を行 っ た 。 調査期間

は 2007年 6 月 1 日か ら 6 月30日 まで とし、質問

紙 は 依頼 文書 と と もに各校 に 1 部 ず つ 送付 し

た 。 質問紙 の 回答 は 、史資料 ・記録類 の 保存 を

担当 して い る教職員に依頼 した 。

　 3 ．調査内容

　質問紙は 、全 部で 25項 目か らなり、学校 の 概

要に 関す る項 目 、 史資料 ・記録類の 保存状況 に

関する 項 目、史資料 ・記録類 の 活用状 況に 関す

る項 目で 構成 した 。 質問 に 対 する 回 答方式 は 、

多肢選択 式 と 自由記 述式 の 併用 と した 、 なお、

質問紙の 末尾 に質 問項目 とは別に 、 史資料 ・記

録類 の 保存 と活用 に 関 し て 参考 に なる資 料 （利

用規程 な ど）が ある場合 に は、可 能 な範 囲 で 送

付 をお願 い す る旨を記載 した 。

　 4．分 　析

　質問項 目ご と に 単純集計
・
分析を行 っ た 。 な

お 、 項 目に よ っ て 欠損値が異な る ため 、
パ ーセ

ン トな ど の 数値は 項 目 ご と の 有効デ ータ数 に対

して 算出 した。

皿．結　果

　 1．回答校の 障害種別 と創 設年

　回答校 132校の 対象障害種は
、 視 覚障害 9 校 、
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聴覚障害 16校 、肢体不 自由 19校、病弱 4 校 、知

的障害 65 校、その 他 （総合 、肢体不 自由 ・知的障

害併置、病弱 ・知的障害併置校）19校で あ っ た 。

　回答校 の 歴 史（開設年の 有効回答は 129校）は、

100年以 上 が 7校、60年以 上 100年未満 が 8 校 、

50年以上 60年未満が 10校、40年以上 50年未満

が 20校 、 30年 以上 40年未満が 30校 、20年以 上

30年未満 が 31校、10年以上 20年未満が 8 校 、10

年未満が 14校で あ っ た 。

　 第二 次世界 大戦終戦前 に 開校 して い た学校 は

15校 、戦後 の 開校で 、養護学校教育 の 義務制実

施前 に開校 して い た 学校 は、56校 で あ っ た。

　 2．自校の 史資料 ・記録類の保存

　 （1）保存の 有無 ：各校 に 自校の 史資料 ・記録

類 を保存 し て い るか 否か たず ね た と こ ろ 、128

校 （96．97％）が 、保存 し て い る と答 えた （Table

1 ）。 なお 、保存 して い な い と回答 した 4 校 に

つ い て は 、他 の 質問項 目で 、法律で 定め られ た

文 書等 に つ い て は 保管 ・
公 開 して い る 旨の 回答

が 見 られ た 。 した が っ て 、文書等の 保存 に関 し

て は 回答 の あっ た 全学校が行 っ て い る とい っ て

よ い 。

Table1　 調査結果の 概要

質問項 目
有 有効回答

数 （N ）数 割合｛％）

自校 の 史資料 ・記録類保存の 有無 ユ2896 ，97132

目録 作成 の 有無 2821 ．88128

担当分 掌 の 明確化 4535 ．16128

ア ーカ イ ブ の 設 置 2519 ．53128

予 算 の 有無 1410 ．85129

利用規定 の 有無 2015 ．27131

公開 の 利用条件 の 有無 6146 ，56131

資料保存 上 の 課題
・
問題点　i　6045 ．80131

資料利用 上 の 課題
・
問題点　1　3526 ．72131

　 （2）媒 体種 別 ご との 保 存状 況 ：自校の 史資

料 ・記録類 を保存 して い る と 回答 した 128校 の

うち、媒体種別 ご との 保存状 況に 回答 した 126

校 に つ い て 資料媒体 ご との 数 を示せ ば以 下の と

お りで あ る （Table　2）。 印刷物 ・冊子 は、す べ て

の 学校 で 保存 が され て い た 。 次 い で 、視聴覚 メ

デ ィ ア が 、多 くの 学校で 保存 され、写真、手書

き、実物 の 順 で あ っ た 。 そ の 他 の 回答 と して 、

電子情 報 で の 保存 を 回答 した学校 が 10 校 あ っ

た 。

Table　2　 史資料 ・記録類の 媒体種別 ご との 保

　　　 存状況

媒体種別 学校数 割合 （％） 備　考

手書 き 8063 ，49

印刷物 ・冊 子 126100 ．00

写真 9776 ．98

視聴覚 メ デ ィア 10885 ．71

実物 7357 ．94

そ の 他点 107 ．94CD 、 イ ンターネッ トサー

バ ー等で の 電子データ

（N ＝126）

　 （3）史資料 ・記録類 の 目録作 成の 有無 と校務

分 掌上 の 担当の 明確化 の 有無 ：保存 して い る史

資料 ・記録類 の 目録 の 作成 の 有無 をたずねた と

こ ろ、保存 を して い る と答 えた 128校の うち 、

28校 （21．88％）が 目録 を作 成 し て い る と答 えた

（Table　1 ）。

　史資料 ・記録類 の 保存担当 を校務 分掌 に 明確

に位置づ けて い る と回答 し た 学校は 、128校中 、

45 校 （35．16％）で あ っ た （Table　1）。

　分掌 に明確化 され て い る 45校中 、目録が作成

され て い る学校は 16校 で あ っ た 。 目録 を作成 し

て い る残 り12校 は 、 担 当が 分掌に は位置づ け ら

れ て い な い に もか か わ らず 目録 を作成 して い た 。

　 （4）ア
ー

カ イ ブ設 置の 有無 ：史資 料 ・記録類

の 保存 を行 っ て い る 128 校の うち、ア ーカ イブ

を設置 し て い る の は 、25 校 （19．53％）で あ っ た

（Table　l ）。 ア
ーカ イブ設 置校 の 詳細 に つ い て は

後述す る 。

　 （5）ア
ーカ イブ を設置 し て い な い 場合の 史資

料 ・記 録類 の 保存場所 ：ア
ー

カ イ ブ を設 置 し て

い な い と回答 した学校 に 史資料 ・記録類 の 保存

場所 をたずね た と こ ろ 87校か ら回答が得 られた

（Table 　3 ）。 なお 、（1）で 史資料 ・記録類 の 保存

無 と回答 した 4校 か ら も本質 問項 目には 回答が

あ っ たた め集計 に加 えた。

　 もっ と も回答 の 多か っ た保存場所 は職 員室で

あ り、つ い で校長室、そ の 他 、 事務室 、 学校図
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書館 の 順 で あ っ た （Table　3）。 そ の 他 につ い て記

述 を求め た と こ ろ 、 応接室 、 保健室 、 教材教具

室 、 自立 活動 室 、 書庫 、 倉庫 、 金 庫 、 放 送室 、

会議室 な どが あげ られ た 。

Table　3 ア
ー

カ イ ブが な い 場合の 保存場所

場所 校長室 学校図書館 職員室　　　　 1
事務室 そ の 他

校数 55 18　 　 　 80
　 　 　 1

4247

〔⊃可＝87　複数 回答 ）

　 （6）史資 料 ・記 録類 の 保 存の た め の 予算 有

無 ：自校 の 史資料 ・記録類 を保存 する た め の 予

算 の 有 無 をた ずねた と こ ろ 、129校 よ り回答が

得 ら れ た 。 予 算が 確保 さ れ て い る と回答 し た学

校 は 、14校 （10．85％）で あ っ た （Table 　l ）。また 、

そ の 他 と の 回答が 5 校あ り、 「消耗品費の 中か

ら必要 に応 じ て 」や 「運営費 の 中か ら必 要に 応

じて 」 な どの よ うに 、必 要に 応 じ て その つ ど拠

出 し て い る と の 回答で あ っ た 。 「費 目で 確保 さ

れ て い る学校」 と 「必要 に応 じ て 拠出 して い る

学校」 とをあわせ れ ば、19校 （14．73％）で予算 が

配分 され て い た 。

　 予算 が費 目と して 確保 され て い る と答 え た 14

校 の うち、ア ーカ イ ブが 設置 され て い る学校 は

5校の み で あ っ た 。 「そ の 他必要 に 応 じて 拠 出」

と答 えた 5校 は 、い ずれ もア
ーカ イ ブ設置校 で

あ っ た 。

　 （7）史資料 ・記録類 の 利用 規定の 有無 ：自校

の 史資料 E記録類 の 利用 に 関する規定 を明文化

した 利用規定 を作成 し て い る か否 か をたずね た

と こ ろ 、131校 か ら回答 を得 た 。 そ の 結 果、利

用 規 定が あ る と答 えた 学校 は 20 校 （15．27％）で

あ っ た 。 ア
ー

カ イブ設 置校 25校の うち、利用規

定が ある と答えた の は 5校で あ っ た 。

　 （8）学外者 の 利用条件 の 有無 ：学外者へ の 史

資料 ・記録類 の 公 開条件の 有無をたずねた と こ

ろ 、131校 巾、61 校 （46．56％）が 条件有 と回答 し

た （Table　1 ）。

　 条件 に つ い て 記述 を求 め た と こ ろ 、「情報公

開等 の 条例 に よ る 手続 きを と っ た も の 」「個 人

情報保護の 観点か ら問題が ない こ と」 と い っ た

法律 ・条例 に準 じた 条件 を示す とこ ろが 多か っ

た 。 また 、
こ の 他 に は 、 「事前連絡の 上 、 校長

の 許可 を得 た 者」 「事前連絡 、 係 立 会 い の 下で

閲覧 ・コ ピー
」「利 用 目的 ・破棄 の 手続 きを確

認の うえ 、管 理台帳 に 記 入」 「関係部署担 当 に

確認 後校長 の 決済で 許可」 と い っ た学校内で の

承認手続 きに関す る条 件や 、「学校長 の 許可 の

ほ か 、児童生 徒個人の 情報 ・映像等 に つ い て は 、

当該児童生徒 の 保護者 の 了承 を得 る こ と」 とい

っ た 「保護者の 同意」を回答 した学校 もあ っ た 。

　 こ の 児 童 生 徒 の 個 人 情 報保 護 に 関連 し て 、

「個 人情報 に 関す る資料 は公 開 しな い j と い う

回答や 「映像資料 は個 人情報の 問題 があ る の で

公 開 し な い 、ある い は 貸 し出 さ な い 」と い う回

答が多 く見 られ た。

　「資料の 校外持ち出 し を禁止」 して い る学校

が あ る
一

方で 、 「職 員立 会 い の も と 、 児童生 徒

の 名前 を 出さ な い こ と を条件 に コ ピ ーを認 め て

い る 」 との 回答 も見 られた 。

　 （9）可能 な利 用形 態 ： 自校 の 史資料 ・記 録類

に つ い て 、 ど の よ うな利用が可能か をた ずねた

とこ ろ 、131校か ら回 答が 得 られ た 。 閲覧 を認

め て い る と こ ろは 91校 と約 7割 の 学校で あ っ た

が 、 複写 は約 3 割 の 41校 、写真撮 影は 19校で

あ っ た （Table　4 ）。

　 その 他 31校 に つ い て の 記述 を見 る と、「紀要

の 販 売」 の 1 校、「貸与 ・貸 し出 し」 の 2 校が 、

利用 に前 向 きな回答 と して 挙 げ られ たが 、 多 く

は 中立 的 な 回答で あ り、「ケ ース バ イ ケ ース で

対応」「開示 を求め られ た 情報 の 内容 に よ り検

討す る」「学外者利 用は 今後 の 検討課題」 「相談

に 1、』じる」「情報公 開申請で対応」などで あ っ た 。

　公 開利用 に 否定 的な 回答 と して 、「学外 に は

公 開 しな い 」 「こ れ ま で 公 開 した 例が な い 」「原

則非公 開」 な ど の 回答が 6 校か らあげ られ た。

Table　4　 可能な利用形態

利用形態 閲覧 複写 写真撮影 そ の 他

校数 91 41 19 31

割合 69．48 31．3 14．5 23．66

（N ＝131、複 数回答可 ｝
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　 3 ．ア ーカ イブ設置校の 詳細 　　　　　　　　 校 の 全回答 は 15校 ）、養護学校教 育義務制実施

　（1）学校創立年 とア
ーカ イブ設置年 ：ア

ー
カ　　前年まで に開校 した学校 は 12校 （同 56校）、最近

イ ブ設置校の うち、第二 次世界大戦終戦前 に創　　10年以 内 の 新設校 は 2 校 （同 14校）で あ っ た

設 され た学校 は 6 校 （こ の 時期に創設 され た 学　　（Table　5 ＞。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　5　 ア
ー

カ イブ設置校の詳細

国
公
私
立
の

別

障

害

種

別

霧
翌
年

設

置

年

目

録

作

成

担

当

分

掌

釐
昌
等

実
務

蛋
者

予　 利
算　用

繍
無

規

定

舞
留
葎

国 聴 覚 18751975 有
．抽辷 教 員研 究用 図書 室 事務 職員 無 無 有

国 視 覚 1876 不明 有 資料 室係 資 料 の 保 存 ・展 示 教諭 有 有 有

公 視 覚 18781937 有 資料室 担 当 明 治 ・大 正 ・昭和 初 期 を中心 に 文書、教材、教 具、文献 の

保 存 と学校 内外 の 利用 者 へ の 提 供

教諭 適 宜 無 有

公 聴覚 18781981 鉦 無 貴重 史資料 の 散 逸 を 防 ぐ。資料 を通 して、日本 最 初 の 盲 亜

院か ら現在 に つ なが る 歴史の 理 解啓発 をは か る

事務 室 適宜 無 無

公 視覚

［

19062006 鉦 総務部 本校 の 歴 史 と共 に本県 の 視聴覚 障害教育の あ ゆ み を検証 し、
外部 の 方 々 に もそ れ を知 っ て もらうた め

総 務 部長 無 無 無

私　 聴覚

　 119202005

有 歴史 ・教 育

資料セ ン タ
ー

資料保 管，聾研 究者等 へ の 展示 元 教員 無 有 有

私 知的 19501950 無 無 在籍 児童生 徒の 成長 の 記録 ・教 育支援 の 変遷 ・戦後 か ら80

年代 まで の 国 内 各地 の 教育実践 の 資料 の 保存 ・利用

　副校長

ボランテ ィア

有 無 無

国 肢体 19581996 有 総務 郡

情報 部

自校 の 教育研 究活動 に 資す る ・大学 の 運営 や 教 員学 生 等の

研究 活動
・
論文作成 に 資す る。教 育 委員会 や 他大学、公 益

の 諸 団体 か らの 要 請に こ た える

教 諭 無 無 有

国 知 的 19601960 有 鉦 1卒業 ・転校 生全 員 の 個別資料 の 保存 。 研究紀 要等の 保管 副校長 無 無 有

公 総合 19621969 有

指 導部

支 援 部

総 務部　 i公文 書 の 一一・部保管、記念誌等 の 保管、現 在業 務 の 参照 な ど 副校長 有 有 有

公 肢知 19651966 無 研 究研 修部 情報 資料 室 ・書籍 ・ビ デ オ の 保管 教諭 無 無 無

公 聴覚 1955
「

1978 無 教 室解消 の た め各教室等の 備 品 や 資料 ・教材 を入 れ る部屋

と して 設 置。現 在 は 小 会議 室、印刷 室、資 料室 として 使用

して い る

　その 他 　 1 無
　　　　 ．
（記 述 な し）I

　 　　 　 i

無 1無

　1
公 肢 体

ll967 ．1967
　　 1

無 無 資 料 室 と して 設 置 され、現在 も資 料 室 及 び 職 員 図 書 室 と し

て 活用 して い る

副 校 長

教諭

無 笹 有

公 肢 知 1969 有 研 究 部 研 究紀 要の 保管等 1 事務職 員 鈿…　 鉦’1■1 幽．」 有

国 知 的 19731975 笹 情報 教育部 自校 及 び他機 関 の 資料 の 保管　　　　　　　　　　　　　　　　教諭 適 宜i 無 無

国 知 的 19751989 無 無 資料 等 の 保管 教諭 無 無 有

公 総 合 19771977 無 無 他 校 ・自校の 作 成資料 ・写 真、公 文書等 の 保管 全使用 者 無 無 有

公 知 的 19781978 無 教務部

資 料 係

書 庫 　教諭

事務 職 員

適 宜 有 有

公 知 的 19791979 有 　研 究部

　 教務部

教 育機器 部

資料保 存庫 事務 職員 有 有 有

国 知 的 19791979 無 教務部

研 究 部

本 校 の 出版 ・刊 行物 ・教 育研究 資料 ・会議 録等 の 保管。他

校 、研 究 機 関 等か ら寄 贈 さ れ た 図 書 資料の 保 管

教 務主任 適宜 無 有

公 知 的 198G1982 無 無 放送室 に ある戸 棚 は学校 行事 （運動会、学習発 表会、卒業

式｝ な ど の ビ デ オ テ
ー

プ の 保管 庫 と して の 役割。以 前 印刷

室の 書 棚等 を利 用 して、職員 の 自主研 修誌 を年数回発刊 し

続 けて き たが 、現在 は 県指定 の 研 究 や 学部研究 に な り、そ

の 趣 旨 を失 っ た。現在 は 和室 横 に ロ ッ カ
ー

を 設 置 して 過 去

の 資料 を整理 保管

教諭 無 血 無

公 肢 体 19822002 無 AV 機器 を 置 く部屋 と兼 用 教諭 無 無 有

公 知的 1983 ユ983 無 教務 部 企案 の 保存 ・資料の 保 存 ・要録、研 究紀要、要覧 の 保 存 副校 長　 　有

教諭 　 …

鈿…
旨

＿、　 有

　 旨
公 聴覚 20062006 無 無 歴史 を残 し伝 承す る ため 副校 長 無 無 無

公 i知肢 120072007無 無 文書 ・資料記 録 の 収 集 ・保存 の 目的。未活用 不明確 無 無 無

註 ：障害種別、学校創立 年、ア
ー

カ イ ブ設置年は、各校か らの 回答 をそ の ま ま記載 し た。障害種別は 、略記 と し、肢知お よ び知肢は 肢体不

　 　自由と知 的障 害の 併置
・
併設 校 で 回答記 述 の 障 害提 示順 序 ど お りに略 記 した 。総 合 は 総 合 養護 学校 〔特 別支 援学校 ）の 略 記 で あ る 。
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Table　6 ア
ーカ イブの 実務担 当者

担当者 司書教諭 学校 司 書 教 諭 　　 事務職員 校長 副校長 そ の 他

校数 0 0 ll　 　　 　 　 4 0 6 9

（N ＝25　複数 回答可）

　障害種 別で は、視 覚障害 3 校 （国 立 1 、公 立

2 ＞、聴覚障害 5校 （国立 ユ、 公 立 3 、 私立 1 ）、

肢体不 自由 3校 （国立 1 、公 立 2 ）、知 的障害 9

校 （国立 4 、公立 4 、私立 1）、その 他 （併置 ・

併設 ・総合）5 校 （い ず れ も公 立）で あ っ た 。 病

弱 に つ い て は 、今 回の 結果で は ア
ーカ イブ を設

置 して い る学校 は なか っ た （今 回 回答 の 得 られ

た学校が 4 校の み で あ っ た 点は 考慮すべ きで あ

ろ う）。

　ア
ー

カイブ の 設置年に つ い て み る と、学校創

立 と同 じ年に ア
ー

カ イ ブが設置 され て い る学校

が 10校 と最 も多か っ た 。 回答 に見 る ア ーカ イ ブ

ズ 設置の 初年 は 1937年 （創立 1878年 ）の 学校で あ

り、1950年代 の 設置 が 1校 、1960年代 が 4 校 、

1970年代 が 7校 、1980年代 が 4 校、1990年代 1

校、2000年以 降が 5校で あ っ た （設置年不 明 ・無

回答 2校）（Table　5 ）。

　（2）担 当者 の 校務分掌 に お ける位置づ け ：ア

ー
カ イブ設置 25校 の 中で 、担当者が校務分掌 に

位置づ け られ て い た の は ユ3 校で あ っ た 。 その 内

訳 は 、視 覚障害 3校 中 3 校、聴覚障害 5 校 中 1

校 （私立校 の み ）、肢体 不 自由 3校 中 1校 （国立

校〉、知的障害 9 校中 5 校（国立 2 校、公 立 3 校）、

そ の 他併置 ・併設 ・総合 5 校中 3 校 （公立 ）で あ

っ た。

　 目録が作成 され て い た の は 9 校 で あ り、その

内 、 視覚障害が 2 校 、聴覚障害が 2 校、肢体不

自由 1 校、知 的障害 2 校 、そ の 他 2 校 で あ り、

創立 年の 古 い 学校が 多か っ た （Table ・5 ）。

　 （3）ア
ーカ イブ の 設置 目的 ：ア

ーカ イブの 設

置 目的に、史資料 ・記録類の 保存の 側 面 と有効

利用 の 側面 の 両 方 を明記 した 学校 は 7 校 で あ っ

た 。 また活用の 側面 を強調 した 回答 が 2 校 、 保

存 の 側面 か ら の 回答 が 16校 で あ っ た （Table　5 ）。

　 （4）実務担当者 ： ア ーカ イ ブ の 実務 を実質的

に担当 し て い る も の が誰 か を 回答 し て もら っ た

と こ ろ 、 設置 25校す べ て か ら回答 を得 た 。 司書

教諭 、学校司 書が 担 当 し て い る と こ ろ は な か っ

た （Table　6 ）。そ の 他 の 担 当者 に つ い て 記 述 を求

め た と こ ろ、教 務主任 、総務部長、元教員 、 ボ

ラ ン テ ィ ア、使用 者全員 、 不明確 な どの 記述が

得 られ た 。

　 （5）予算 ：ア ーカ イブ の 予算 に つ い て み る と、

予 算費 目が た て られ て 確保 さ れ て い る 学校は 25

校 中 5 校で あ り、他 の 費 目か ら必要 に応 じて 支

出 して い る学校 も 5校 あ っ た 。 25校の うち 15校

は予算無 しの 回答だ っ た 。

　 （6）利用 規定 ・学外利用 条件 ：利用規定 を定

め て い る学校 は 4校、学外利用 条件が あ る と回

答 した学校 は 15校で あ っ た 。 こ の うち、学外 に

は公 開 しな い と して い る ア ーカ イ ブ設置校 が 2

校 あ っ た 。

　 4 ．自校の 史資料 ・記録類の 校 内活用状況 に

　 　 つ い て

　保存 され て い る 史資料 ・記録類 の 校 内研 修等

における利 用状況 をたずねた とこ ろ、90校か ら

回答が得 られ た 。

　Table　7 は
、 回答数 の 多 い 順 に史資料 ・記録類

の 種類や 名称 を示 した もの で あ る 。 「個別 の 指

導計画」 「個 別の 教育支援計画」が い ず れ も 22

校で 最 も多 く、つ い で 「自作教材」、「研究紀要」、

「年間指導計 画」 ・ 「学習指導案」、「学校要覧」、

「学校 ・学年 の 教 育課程」の 順 で あ っ た 。 自校

の 記念誌ある い は 年史を 出版 して い る 学校 の 数

を確認 しなか っ た ため 、母数が 不 明で あ るが 、

記念誌 ・年史 を活用 して い る学校 は 8 校で あ っ

た 。
こ の 他 、 自由既述 で は 、 初任者研 修 に お い

て PTA 総会資料 を活用 して い る と の 記述が 1件

見 られ た 。
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Table　7　 史資料 ・記録類 の校 内活用状況

史資料 ・記録類 の 種類等 学校数

個別 の 指導計画 22

個別 の 教育支援計画 22

自作教材教具 20

研究紀要 19

年 間指導計 画 17

学習指導案 17

学校要覧 16

学校 ・学年の 教育課程 15

子 ど もの 作品 9

記念誌 ・年史等 の 出版物 8

指導要録 5

学校通信 4

会議録 4

職 員名簿 4

卒業 生 名簿 4

学 級 日誌 3

在校生 名簿 2

財務 関係文書 2

学級通信 2

側 rA通信 2

そ の 他 2

（N ＝90、複数 回 答）

　 5 ．史 資料 ・記録 類 の 保存 上 ・利 用上 の 課

　　題 ・問題点

　（1）保存上 の 課題 ：自由記述 で 回答 を求め た

と こ ろ 60校 よ り回答が得 られ た 。 自由記述 の 内

容を見 る と 、 保存の シ ス テ ム に 関す る課題 をあ

げた記述が 21件 と最 も多 か っ た 。 こ れ ら の 記述

は、  校務分掌 に担当が定め られて い な い か担

当部署が多岐に わ た る こ と に よ る 管理上 の 混乱

や 史資料 ・
記 録類 の 散逸 の 問題 、  史資料 ・

記

録類 の 保存 年 限
5 ） ・管 理 規定未整 備 に よ る 破

棄 ・散逸 の 問題 、  保存場所 、記 録媒体 の 統一

等利用 しや す さ を実現す るた め の 保存 ・管理 方

法の 模素の 問題の 3 点に分 けられ た 。

　史資料 ・記録類 の 保存担当窓口 の
一

本化 と保

存基準の 明確化、保存場所の
一

元化が求 め られ

て い る 。

　 しか しなが ら、その
一

方で 、保管 ス ペ ース の

問題 を指摘 す る 回 答が 、20件見 られ た 。 「ス ペ

ー
ス が な く一

箇所 で保管で きな い
。 」「電 子情報

を保存 し て い るサ
ーバ ー

に容量 の 限界 が 来て い

る 。 」 な ど、現物 の 保存 に して も電 子情 報へ の

変換 で の 保存 に して も、 膨大 な量 の 史資料 ・記

録類 を保存す る とい う点 で は、保存 可能容量 と

い う問題 に直面 す る こ とにな る 。

　 こ の 保存可 能容量 と密接 に 関連 す る問題 と し

て 、史資料 ・記録類の 処分 を課題 に挙 げ た記述

が 、 7 件見 られ た 。 「保存す べ き文 書の 基準が

ない こ とに よ り、史資料 ・記録類が増 える
一

方」

で ある とい う記述が あ る
一方 で、保存年 限が決

ま っ て い て も、「個 人 情報保護等 の 問題 で 処分

の 実施が 困難」で あ る とい う記述が あ っ た。

　 こ の 他 、 大 き な問題 と して 、 「予 算不 足 ・人

手不足」 に 関す る記述が 11件 あ っ た 。 「文化財

を含め 貴重 な史資料 ・記 録類 も多 い が、専門的

な知識 ・設備 が な い
。 また 、整理す る 時 間 も入

手 も不足 して い る 。」 「整理 の 必要性 は い われて

い るが 、創立以来 の 史資料 ・記録類が 未整理 の

ままで 、整理 に手間が か か る 。」 「保存 目録 を作

成 し て い な い 史資料 ・記録類 に つ い て は 、 どの

よ うな 史資料 ・記 録類 が 保存 さ れ て い るか 不

明 。 」 「修復 ・製本 な どの 費用 が 出せ な い
。 」 な

ど の 記 述で あ っ た 。

　 また、 4 件 と数 は少 なか っ たが、史資料 ・記

録類 の 劣化防止 に関す る記述 が 見 られ た 。 積極

的な対 応 と し て 「保 管室 の 温 度管 理」 「中性 紙

で の 保存」「視聴覚情報 の デ ジ タ ル 化」 とい う

記述 が あ げ られ る 。

　 （2）利用上 の 課題 ：自由記述で 回答 を求め た

と こ ろ 35 校 よ り回答 が得 られ た 。 保存上 の 課題

と も関連 し て お り、「目録等 の 整備 が な く利 用

に応 え ら れ な い 。 」 「ど こ に ど の 資料が ある か 所

在 が わか らない 。 」 「検索 に手聞 と時間が か か る」

とい っ た 「整理
・
目録 化 ・検索利用」 と い う一

連の 課題 解決の 必要性 を指摘する記述 や 、「利

用 規定 の 不備」 「昔 の 資料 と今 の 資 料で 情報保

護 の 基準 が 違 うこ とで の 対応 の 難 しさ」「条例

等 と の 関係 で の 手続 きの 煩雑 さ」 とい っ た利用

規定 に 関す る記述が 見 られ た 。 また、利用環境

の 改 善の ため の デ ジ タ ル 化 に 関連 し て 、「文書

資料の デ ジ タ ル 情報化 と一
元管理 を整備 しつ つ

ある 」と の 記述 が見 られ た
一

方で 、セ キ ュ リテ
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イ 上 の 不安 を示す記述 も見 られ た 。 「利用上 の

問題 が 上 が っ て こ な い こ と 自体が問題 」だ と感

じて い る担 当者 の 声 もあ っ た 。

】V．お わ りに

　 ほ とん ど の 学校で 史資料 ・記録類 の 保存 が行

われ て い る に もかか わ らず、予算が確 保 され て

い る学校 は 10％ に 過 ぎな か っ た 。 予算上 の 問題

で 、史資料 ・記録の 保存の 実施 その もの が困難

とな っ て い る 。 担当部署の 明確化 は 45％ の 学校

で な され て い る もの の 、 実際 には担 当部署が複

数 にわた り部署 ご と に 史資料 ・記録類が 管理 さ

れ て い る こ と で 、 保存 と利 用の 双方 に 支障が 生

じ て い る こ とが伺 え た 。 目録の 作成 、利用規定

の 設定 な ど保存 史資料 ・記録の 利用 に資す る よ

うな環境整備 も不 十分で あ っ た 。

　約 20％ の 学校 で ア
ーカ イ ブ を 設 置 して い た

が、ア
ーカ イブ設置校 で も何 らか の 予 算上 の 配

慮 が あ る との 回答 は 25校中 IO校で 半数 に満た

な か っ た 。 ま た 、 ア
ー

カ イ ブが 設置 され て い る

に もかか わ らず 、 校務分掌 に 担当が位置づ け ら

れて い ない 学校が半数以上 （13校 ）で あ り、目録

が 整備 され て い な い 学校 が 大半 （18校）に上 っ

た 。

　 史資料 ・記録類 を保存 し、後世 に残 し て い く

た め に は 、ア ーカ イブ の 設置 や分掌組織 の 確立 、

予算の 確保 な どが必 要で ある こ とは もちろ んで

あ る が、そ れ 以前に 、学校現場 に 史資料 ・記録

類の 保存 の 意義や必 要性 を広 く理 解 して もら う

こ とが不可 欠で あ る と考え られ た 。

　 その た め に は 、歴 史的な研 究を行 う研究者が 、

史資料 ・記録類の 保存 の 必要性 に つ い て 、意識

的 に、学校現場 に伝 えて い くこ とが必要で あろ

う。 また
、 史資料 ・記録類の 保存を多忙 な学校

現場 だ け に任せ る の で は な く、教育委員会な ど

と共 同で 、史資料 ・記録類 の 保存の ため の ア
ー

カ イ ブ ・セ ン タ
ー

の よ うな も の を立 ち上 げ る こ

と も視野 に入れ る必要があ る 。

　調 査 全 体 に 関 す る 感 想 等 の 自由記述 で は 、

「京都市 に は 、学校歴 史博 物館 が 設置 され て お

り、各学校の 貴重 な資料、教材等 の 保存研究 に

資 して い る 。 同様の 博物館が ほ しい
。 」 「学校博

物館 を構想 して い るが実現 に 向 けて の 人的 ・物

的資源 の 問 題 が あ る」等 、 ア
ー

カ イブ の 必要性

を認識 し て い る現場 の 声が 見 られ た 。 また 、本

調 査 を き っ か けに 、 「史資料 ・記録類 の 保存 と

利 用 に つ い て 考 える こ と の 重 要性 を認識 した」

と の 感想 も寄せ ら れ た 。

　特殊 教 育 か ら特 別支 援教 育 へ の 転換 に 際 し

て 、特殊教育の 知見 と実践 の 発 展的 継承が重 要

な課題 とな っ て い る 。 教育現場の 実践 知 を発展

的 に継承す る ため に も、 教育現場 と研 究者 が協

力 して 、史資料 ・記録類 の 保存 と利用 を充実 し

て い く必要が ある 。

　今 回の 調査 で は 、病弱特別支援学校 で の ア
ー

カ イブ設置校 の 存在が確認 で きなか っ た。今後

は 、調杢対象 を全 国 に広 げ 、 障害種別 に史資

料 ・記録類 の 保存 ・活用状 況を精査す る など し

て 、障害別 に 積み 重 ね られ て きた 実践 知 を保

存 ・継 承 し、総合的 に 活用 する た め の 基礎 的な

実態把握 を さら に 推 し進 めた い 。

　 また 、史資料 ・記録類 の 保存 ・活用 を各学校

に単独 で求め る こ とが 困難な状況 にある こ とが

今 回の 調査 で 覗 えた こ とか ら 、 教育委員会や大

学等の 関係諸機関へ の 調査 を引 き続 き行 い 、分

析 を深め て い きた い
。

謝　辞 ：ご多忙に もか か わ らず調査 にご協力 く

だ さ っ た 特別 支援学校 の 担 当者 の 皆様に 感謝い

た します。

付 記 ：本研究 は科学研究補助金 に よる研究の

一
部で ある 。

注

1）ア
ー

カイブ とは、文庫、文書館 、文書室 、資料

　室 な ど さ ま ざ ま に 和訳 さ れ て い る が 、本稿 で は 、

　 ア ーカ イブ で統
一

する こ ととす る 。

2） た と え ば 、社 会福 祉法 人滝乃 川学 園福祉文化 室

　石 井記念文庫、学校法人旭 出学園三 木安正記念

　館三 木安 正記念 文庫 な どが あ る 。こ れ ら ア
ーカ

　 イ ブ の ね らい や活動 内容 につ い て は 、筆者 らの
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特別支援学校 に お ける 史資料
・
記録類 の 保存と活用 の 現状 と課題

　 一連 の 報告に詳 しい （野 口 ，2007 ；津 曲 ・
野 口 ，

　 2007 ；米田 ら，2005 ；米田 ら，2006＞。

3）文書 、資料、記録 などの こ とを ア
ーカ イブ とい

　 う場合 も あ る が 、本稿 で は 、そ の 所 蔵場所
・
機

　 能 を指 して ア
ー

カ イブ と呼ぶ こ と とす る。

4 ） 2003 年 に は 、 「日 本 ア
ーカ イ ブ ズ 学 会」

　 （http：11www．jsas．info1）が 設立 さ れ て い る 。

5 ）史資料 ・
記 録類 の 保 存期 間 に つ い て た ずね た

　 とこ ろ 、史資料 ・記録類に よ っ て 、また、学校

　 に よ っ て もまち まち で あ っ た。た とえば、学校

　 要 覧 （回答数 74校）は 、永年保存が 33校 、30年

　 が 7校 、か ら20年が 3 校、10年が 4 校、 5 年が

　 16校 な ど で あ っ た 。未定、規定無 し と い う回答

　 もあら ゆ る文書で 散見さ れ た 。
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Present  Condition and  Problems en  Preservation  and  Use of  Historical

Materials and  Records in Special Support  Schools: Focusing on  Special

          Support Schools in the Kanto  and  Kansai District

HirokiYONEDA*  and  TakenoriNOGUCHI**

    This research  aimed  to clarify  the current  state  and  problem on  preservation and  use  of  the

historical materiaLs  and  records  with  investigatien for the special  suppert  scheol  in Kanto  and

Kansai district. Although historical materials  and  records  were  preserved  at  most  schools,

schools  where  the  budget  fbr preservation and  use  of  them  was  secured  were  only  10%. The

schools  where  the archives  were  set up  were  about  20%. Among  these schools,  the answers  that

there  was  consideration  in the budget did not  come  up  half. Moreover,  the schools  where  the

persons in charge  were  not  located in the school  affairs  divide duties were  more  than half the

number,  and  the schools  where  the  catalogs  of  materials  and  recoTds  were  not  maintained  were

majority  though  the archives  were  set up.  It was  thought that it was  indispensable that  the

meaning  and  the necessity  of  the preservation of  the historical materials  and  records  were  widely

understood  in the beginning  to preserve and  to succeed  to them,
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